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第 34回奈良県母性衛生学会プログラム  
令和元年 7月 20日(土) 奈良県医師会館 3階講堂  ※12:00～受付開始 

12:45 開会の挨拶 奈良県母性衛生学会 会長 小林 浩 
 総 会  議事 2018年度事業報告・決算、2019年度事業計画・予算 

13:00 一般演題 I群［発表 7分・質疑３分］ 
     座長：五十嵐 稔子 （奈良県立医科大学大学院看護学研究科女性健康･助産学 教授） 

１．多胎児を育児する両親が肯定的感情を持つ体験に関する文献検討 
竹田 紗弥子（奈良県立医科大学大学院看護学研究科助産学実践コース） 

２．胎児異常の診断を受けた母親の心理 
 河野 美佳（畿央大学健康科学部看護医療学科 4回生） 
３．10代の人工妊娠中絶・望まない妊娠の予防に関する文献研究 

西田 いづみ（畿央大学健康科学部看護医療学科 4回生） 
４．若年初産婦の現状と必要な看護 

       粉川 峰香（畿央大学健康科学部看護医療学科 4回生） 
５．10代の妊婦・母親の現状と課題 
    神田 菜々子（畿央大学健康科学部看護医療学科 4回生） 
６．育児不安軽減のための支援の在り方 
    園田 紗弓（奈良県立医科大学附属病院 看護部 E棟 5階） 

14:00 休 憩 
14:10 一般演題 II群［発表７分・質疑３分］ 
     座長：宮田 英子（一般社団法人奈良県助産師会・会長） 

７．分娩時の骨盤支持ベルト使用による分娩時出血量の変化の検証 
    小林 有希・平井 佐和子（市立奈良病院看護部 5階東病棟） 
８．地域周産期母子医療センターにおける防災活動の検討 
    吉村 美沙、中村 晶（奈良県総合医療センター） 
９．奈良県の分娩取り扱い施設における看護職の防災意識と対策 第１報 −看護職の防災意識と訓練状況− 
    北出 千春（公益社団法人奈良県看護協会助産師職能委員会） 

10．奈良県の分娩取り扱い施設における看護職の防災意識と対策 第 3報 −妊婦に対する保健指導− 
     山下 由紀（公益社団法人奈良県看護協会助産師職能委員会） 
11．奈良県の分娩取り扱い施設における看護職の防災意識と対策 第 2報  

−施設における防災に対する取り決め状況− 
     西畑 康代（公益社団法人奈良県看護協会助産師職能委員会） 
12．産後うつ病の要因と予防のための効果的な介入方法 
    岩本 汐加（畿央大学健康科学部看護医療学科 4回生） 

13．産後２週間健診の産後うつリスク低減への効果に関する前向き観察研究−２週間健診実施後の現状報告− 
    杉田 晴菜（奈良県立医科大学附属病院 E棟 5階産科病棟） 

15:20 休 憩 
 

15:30 特別講演 座長 小林 浩（奈良県立医科大学産科婦人科学教室） 

「命を選ぶことの倫理『選べなかった命—出生前診断の誤診で生まれた子—』を通して」 
      河合 香織  先生（ノンフィクション作家） 

 
17:00 閉会の辞  会長 小林 浩 
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